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( 1 ) 信号振幅の平均レベルに応じて、量子化単位を圧伸する機能を持つ圧伸定差変調方式を提案し、
これにより、音声の高能率伝送が行なわれることを確かめた。
( 2 ) 定差標本化変調方式を提案し、非同期定差変調、パルス時変調、 3値定差変調などの方式との
関連性を明らかにした。またこれらの耐雑音性を解析し、符号間相関による信号対雑音比の改善効果
を明らかにするとともに、定差標本化変調がよりすぐれた信号対雑音比を持つことを示した。
( 3 ) パルス間隔変調の一般的な検討を行ない、新しい変復調回路を考案し、簡単な構成にもかかわ
らず良好な特性を示すことを明らかにした。
最近の情報量の急激な増大に対応するためその高能率伝送は通信工学においてきわめて重要な課題
である。本論文は定差変調方式の諸特性を明らかにするとともに、著者の提案した新しい方式の有用
性を理論的、実験的に示したもので、高能率情報伝送技術の向上発展に寄与するところが大きい。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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